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いる.このような特注部品の調達形態のことを ｢RSI契約に基づ くアウ ト
ソーシング｣と呼び,E]本国内では重要な取引形態として長く認識されてき








中国は 2001年 12月に WTOに加盟し,自由貿易体制への移行を開始した.
自由貿易による自動車価格の低下を期待 して,同年前後から自動車需要は急















































の期臥 日本の対中国 ･アセアン輔出は対 NIEs諸国への輸出に比べてはる
かに変動が大きかったことが読み取れる.特に,1997年のアジアの通貨危
機後,中国 ･アセアン諸国への輸出は大きく縮小したが,1999年以後再び
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出所 :日本関税協会 r外国貿易概況｣各年版 12月号
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し,乗用車生産が 2003年に約 200万台に通しており,これは国中自動車稔 る日本の自動車部品の重要性が WTO加盟によって急速に高まったことを示
(2001=
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-=Q/】m c 〆 ･B･を得る･ただし･ β･- c.Q/rm中国の自動車生産 1台当たりに占める,日本の対中国自動車部品耗韓出 自動車 1図5















出所 :日本関税協会,F外国貿易耽況J各年版 12月号.ChaSin ess pldeCom.Pricsitstta byNa














中小企業が行う投資のことを ｢関係に特殊な投資 cIn丘S ipec-ipi honsRltea(や日本を含む全ての国からの輸入を増加させたことを示唆しているが,日本
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Pが大きく,相対賃金が低いような時に ｢契約に基づくアウトソーシ 次の 3つの内最適な手段を選んで ｢特注｣部品の調達を行うとする･の G
ング｣はより多く選好されるとしている. ① 現地の部品供給者と契約を結び外部調達を行う [中国でアウトソー
自動車産業における自社生産と外部調達の選択モデルを考察している分析 シング] 
D
② 系列関係にある日本企業から輸入する [日本にアウトソーシング]として,先ず Mo dTee ( )が挙げられる.彼らは,取引コ



































































ここで ,t年における日本の自動車部品産業 iの対中国輸出額 EX忘は,E ]
本における部品 iの価格 射 )を 1人民元当たりのE ]本円として定義された




後の需要拡大に際してモデル .チュンジを行う確率 ( 'T)とに依存する0LO
関数 (L の投入係数 β,J)であることを示している.ただし,部品 i ( )と
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という点に求め,部品供給者にとって事前には顧客であるメーカーが頻繁に データ4





加盟の影響で高級車需要が拡大していることから中国国内の日系メーカーも 各 ｢RSIの効果｣を表わす指標は,H d,Rie dSpans,ea r(2002ceen
新型モデルを導入していると考えられ,従って日本の部品メーカーに対する 表 1 主要自動車部品生産における｢関係に特殊な投資(RSr)の効果｣対応表 
需要も増加していると類推される.そこでこうした状況を検討するため,樵











































70 他のもの)TIS8 83100 取り付けたもの) 
70SBIー 8 OOO ブレーキ及びサ-ポプレ キ並びにこ-
ラれらの部分品(ブレーキ イニングを除























｢ S)SHS8 600900 1･慧 LinhgT . l l｡ !Z H2コード 原動梼付きシャシ(く 自動車部品名バス用又は貨物自動 - .a. L.芸 ; ; 




EC ･WTOH 及びm I.IWTO】)を導入する.(T
以上により,最終的な推計式を次のように特定化する. 





















(EC NK, は当該)を用いる.Eel.(Iコスト指標 札),または自社生産の割合 
部品産業における系列取引の割合を表わし,ネットワークの強さを捉える指
標である･WTOは 2001年,2002年と2003年について 1を取り,その他の
年は 0を取る.同様に,ACCDUMは 1997年,1998年及び 1999年について 
1を取り,その他の年は 0を取る. E ,は通常の仮定を満たす撹乱項を,そL
ea日本貿易月表』各年版12月号,H d,RIPS,andS cer(200 le2)のTab (2s4and5 3,出所 :日本関税協会,｢ pen
24ページ〕
注 :I,RSlは Rーして αは推計パラメーターを表わす. al E, α,及び αSの符号は正で,C . S-OnLtlae p tslfeclCInvement'を意味する. l,ECRはエ ンジニアリング･コスト レイ
ティングを表わす. 1から10までの数値を取り,数値が高いほどコストがかかる部品であることを表わ
































から外しており,その結果部品産業の総数が 16から 10に減っている. 
He l.によるエンジニアリング･コス ト･レイティング指標は,ちd ta ea,
























































































































































































































被説明変数は日本の対中国自動車部品輸出額(対数表 )示 hEX〔] 
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d tea ea, .は 1996年の生産割合をメーカーごと
であるという点に留意すべきである.筆者の入手した lの情報では 




-taSiLnanca'tFi LonaIt tneynaクロス ･レー トであり,各為替レー トは IMFの 
4年 8月号から入手した.0icsitst の CDIROM 1年版,及び 20002
注 :括弧･( ){内の数字は【値を表わす.7スタ･)スク,***,は1%の有意水準で,**は5%の有意水
3002401を用いている.デー タ･セットは自動車部品 産業について,199年から 年までの10年にわたるパネ43. 推計結果
ル構造をとっている. Hこれらは表1でFEl本貿易月割と )との産業分類が2(penceran
es,
dea Ri dS 200
産業であ
,





DUM=アジア通貨危横ダミー ` 汎 及び99年の時に1をとり,その他の年は0をとるIWTO-7,991






Jβ 現代経営経済研究 第 3号





せている. EC NHを用いた場合にも ,KE NHの両変Rの代わりに変数 I IとI
数とも統計的に有意な正の相関関係を自動車部品輸出との間で示している.





















































) s1 (和文献),Cingt tconrac-bu t,或いは委託生産ともいう場合がある.ing-out tonrac
｢アウトソーシング｣という用語は,様々な研究者が多様に定義して用いてい 関満博 ･池谷嘉一鼠 『中国自動車産業と日本企業』新評論,1 7年 7月99
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lupp pi nanJ3) アセアン ( N)の 4カ国は,インドネシア,マレーシア,タイ,及びASAE
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低価格で増大する.ここでは,自動車生産が中国における比較劣位産業と捉え






5J Dunng(199317i )は,海外直渡投資 
て説明している.このような FDIの利点は,現地の市場に供給する際に現地
l)の一形態を市場志向型 FDF( DIとし
3F-853 811icttraegS 'l ?ureFia L1Jcourna,hEe conoT mi F00June,1 ･200･pp
199)では,中国
回内の日系自動車多国籍企業はもともと日本や第 3国向け輸出のための生産が
7(の情報を活用しながら行えるという点にある.関 ･池谷 inktreleDdow Ma hJ AeapaneseOt trucurehSe)T,7991
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6J Asanum 4.3-22p.4p.a( ,2)9891 1ページ.訳出個所は筆者による. 














































2,00R hO b 2tc esearc coer.)が示すように,エンジニアリン
グ･コストの高い部品は自社生産する傾向にあるという結果と整合的である.
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